
⼆級河川犀川 河川改修⼯事(河⼝ 犀川橋)
多⾃然川づくりの取組み

⽯川県県央⼟⽊総合事務所 河川砂防課

普正寺の森

⾦⽯町地区



浅野川

犀川

○浅野川放水路
放流量制限解除（Ｈ２５．５月）

（150m3/s→250m3/s）

浅野川放水路浅野川放水路浅野川放水路

H20.7.28
市街地部の浸水被害

鞍月用水堰下流

After

・犀川ダム Ｓ４１．３月完成
・内川ダム Ｓ５０．３月完成

小橋用水堰

○辰巳ダム
運用開始（Ｈ２４．６月）

Before

○犀川上流工区
事業完了（Ｈ２８．３月）

○浅野川
事業完了（Ｈ２６．９月）

H20.7.28 浅野川水害

AfterBefore

拡幅

拡幅

二ツ寺橋

犀川と浅野川の⼀体的治⽔対策
○犀川下流工区

暫定河道掘削完了（Ｈ２５．５月）

今後もネック箇所の改修が不可欠
→ 築堤・掘削工・護岸工の整備



【流下能力図】
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河⼝ 犀川橋周辺    環境 景観  配慮

普正寺の森

⾦⽯町地区

普正寺の森(採餌の場)
コゲラ

コマドリ

• 夏頃に幼⽣を川
に放出

• 野⿃の餌として
重要な存在

⽔辺 森林 アカテガニ クロベンケイガニ



普正寺の森周辺の整備⽅針

キン
ヒバ
リ

課に カニ
ササゴイの池

旧堤の一部（野鳥の待避所）

• ⼀年 通         
ングが楽しめる野⿃の宝庫

• これまで記録された野⿃は
235種

• ⽇本野⿃の会⽯川⽀部に
  ⽉例探⿃会 開催



項⽬ 確認した重要な種

植物 ハマナス、ユキヤナギ、ナワシログミ、ヤブミョウガ

⿃類・コウモリ類 ミサゴ、チュウヒ、ハイタカ、オオタカ、ノスリ、ハヤブサ、ヒナコウモリ
→営巣は確認できず、周辺から餌を採りに⾶来と推測

昆⾍類等 キンヒバリ（今回の調査により、県内初観測）
ヤマトマダラバッタ、ゴヘイニクバエ など １２種

陸                （都市近郊 多 ⽣息    事例 少   野⿃ 餌）

普正寺の森周辺の整備⽅針

■環境調査により確認した重要な種

アカテガニ

アカテガニ

 ⽣息 確認   場所○○○

ササゴイの池



• 河川改修 伴  ⼤規模 切 
⼟が必要

• 対策の中で植⽣の⾃⽣を促す
区間を設け、⿃類への環境保全
を配慮

• 地形の改変が少ない区間

• 上下流 ⼯事中 ⿃類   等
の⽣物の⼀時避難場所

ササゴイの池（引堤）
（引堤）

• ササゴイの池を再建するとともに、
⾼⽔敷にワンドを整備

• 改変前の環境を再⽣することに
より⽣物多様性を保全する区間

普正寺の森周辺の整備⽅針



カニの生育環境として、切土法尻部は
石詰とする。

水辺～陸地のカニに移動経路として、
横断側溝を数百mピッチ間隔で設置する。

切土面は、在来種による表面緑化を図る。
地山補強工法箇所も、緑化可能な工法を採用する。

水生生物への配慮として、
捨石は常時水没する位置に
計画する

遊歩道

ゾーニング① ⿃類への配慮区間

▽低水位

▽計画河床

• 河川改修 伴  ⼤規模 切 
⼟が必要

• 対策の中で植⽣の⾃⽣を促す
区間を設け、⿃類への環境保全
を配慮 ササゴイの池（引堤） （引堤）

＜概要＞



※計画上の横断形状

意⾒ ササゴイの池が改変される場合は代替地の創出
が必要

⇒ササゴイの池を再⽣し、⽔⿃類の休息・採餌場、キ
ンヒバリ

等の貴重な⽣物の⽣息場を創出ササゴイの池（再⽣）

ササゴイの池（現況）

• 直壁部分は水面より下 → 連続性を確保
• 捨石はスロープ状

隠し護岸
→ ヨシの移植、

現地土を被覆

・高水敷を掘込み、洪水時に冠水

堤防ライン

低⽔護岸ライン

低⽔護岸ライン

• ササゴイの池を再建するとともに、
⾼⽔敷にワンドを整備

• 改変前の環境を再⽣することに
より⽣物多様性を保全する区間

ワンドの整備

＜概要＞

ゾーニング③ ⽣物多様性の保全区間

ササゴイの池（引堤） （引堤）



 ⽵林伐採 → ハンノキ等の移植

・ヨシの移植、キンヒバリの⽣息域の再建 など
※有識者 意⾒ 聞     
移植の必要性・移植⽅法を検討

ハンノキ林・湿地環境は消失

低⽔護岸ライン

堤防ライン中州は撤去

ササゴイの池（再⽣）

⽵林伐採→ハンノキ移植

⽵林伐採→ハンノキ移植

ゾーニング③ ⽣物多様性の保全区間


